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コンセプト

現在、少子高齢化の影響で地方から都市部へと人口が流れたこ
とにより、過疎化地域における人口の減少、地方衰退、耕作放
棄地の増大や食品ロスといった問題が起こっています。そこで、
ある夫婦がお互いの趣味を活かして社会問題を解決することが
できる家を考えました。



情報の収集

目的
（発想の方向性）

図面の設定 ・５０代の夫婦
・女性の趣味：料理と農業
男性の趣味：スポーツ観戦と農業



平面図

1階 2階 屋上

特徴
1階：男性の趣味であるスポーツ観戦とカフェが融合したスポーツカフェゾーン
2階：女性の趣味である料理教室ゾーン
屋上：バーベキューゾーン

地域の人と交流を深めることができます。

この建物は高低差のある土地を想定して建てているため、1階と2階にそれぞれ玄関を設置
住んでいる場所が土地の低い場所と高い場所を問わず、手軽に建物に行き来することができます。



南立面図

特徴
・1階と左側の2階と屋上の地域の人と交流するゾーンと右側の2階と屋上のプライベートを守るゾーンを
分けることによって夫婦が交流を楽しみながらもプライベートを守ることができます。

・屋根の代わりに天窓を設置することによって、日光をより多く室内に取り入れることができるため、

心も体も健康な生活を送ることができます。

A-A断面図



模型写真

仮説 ・建物や耕作放棄地を利用する人が増えることに
より人と人のつながりの輪が広がる。

・建物を建てた地域が活性化することで、地方
経済の衰退の改善や地産地消の促進につながる



まとめ

この家に住むことによって

夫婦のプライベートを守りながら

地域の活性化を促すことができる

人口の減少の抑制

地方経済の衰退の抑制

地産地消の促進

過疎化地域における人口の減少

食品ロス
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